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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 当社は、平成 19 年７月６日公表の平成 20 年５月期（平成 19年６月１日～平成 20 年５月 31 日）の
業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１ 平成 20 年５月期業績予想数値の修正（平成 19 年６月１日～平成 20 年５月 31 日） 

（単位：百万円，％，円 銭） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり当期

純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 2,376    650 653 357 6,180.16 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 1,634     187 192 108   1,882.79 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △742   △463 △461 △249 △4,297.37 

増 減 率            （％） 68.8     28.8 29.4 30.3 30.5 

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年５月期） 
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２ 修正の理由 

今期は、コンテンポラリーアートオークションにおいては市場が急拡大し、その他西洋美術オーク

ションやワインオークションも活況を続けている中で、2007 年９月以降、米国のサブプライムローン

問題の顕在化による日本経済への先行き不安感から、国内の美術品業界において様子見感が高まり、

日本の近代美術作品の取引量が大幅に減少する状況となり、当社のメインオークションである近代美

術オークションへの高額作品の出品数及び落札率が減少しております。この状況は一時的な停滞と見

ておりましたが、予想以上に長引き、現在も予断を許すべき状況ではないと判断するに至りました。

現在拡大を続けている分野は、長期的に事業が大きく飛躍する可能性を秘めているものの、現時点で

は近代美術オークションの減少を補うまでには至っておらず、売上高・営業利益・経常利益・当期純

利益ともに前回発表の予想を下回る見通しであります。 

なお、来期は経営の合理化を断行し、利益の回復を図るため、今期の配当予想に変更はございませ

ん。 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によ

って予想値と異なる場合があります。   

                                                 以  上 


